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ペットとの
同行避難編

　ペットと一
緒に暮らす方

は、杉並区で
も毎年増加

しています。
ペットを家族

の一員として
迎え入れ、

共に過ごす時
間は、かけが

えのない素晴
らしいもので

す。

　必ず起こる
首都直下地震

や、近年激甚
化する

豪雨災害が起
これば、被災

するのは人間
だけでは

ありません。
ペットも同様

です。

　現在杉並区では、コロナ禍を受け
て避難所の三密を避けるため、区民
の皆様へ可能な限り「在宅避難」を
推奨しています。
　在宅避難ができれば、自宅でペッ
トと避難生活を送ることができます。
　そうすれば、日頃から使っている
衛生用品や食事を利用することがで
きます。

　したがって、平時から、災
害時に在宅避難ができるよ
う、火災対策・建物倒壊対策・
家具転倒防止対策などの備え
をしていただくことが最も大
切です。

　もっとも、災害規模によってはい
くら対策をとっていても、在宅避難
が困難になることも当然あります。
その際には、避難所へ避難をしてい
ただくことになります。
　杉並区は、全小・中学校が震災救
援所として避難先になっています。

　ですから、ご自宅の近くの
学校の場所や避難経路を確認
しておく必要があります。
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（ただし、ペット用の備蓄品やキャリーケースは震災救援所に用意が有りま
せんので、各自で同行避難の際にお持ちいただく必要があります。かなりの
荷物になりますので、平時から準備をしていかなくてはいけません。）

　しかし、残念ながら同行避難が可能、という情報は、
区民の皆様には中々伝わっていません。

　私も、大変多くの方から「ペットと一緒
に避難をできる避難所を整備してください」
と要望をいただきます。

   そこで、動物病院での同行避難の周知を
区へ質問をしました。
　区は、『区獣医師会の先生と協力して、診察に来た
飼い主の方へ、チラシや口頭で周知していただける』
ということでした。
　

震災救援所は、様々な方が共同生活を送る施設です。
　アレルギーをお持ちの方もいれば、生活音が気になる方もいらっしゃいます。
したがって、ペットが避難者と同じ部屋で避難生活を送ることには課題があります。
　この点、杉並区では同行避難までは認めていますが、その先の生活場所については、各震災
救援所の運営方法に任せているのが現状です。

そこで、私は杉並区へ同行避難後のペット
への対応について質問をしました。
　この点、杉並区からは『来年度から杉並区では年
12箇所ペースで震災救援所にペットの避難スペース
用のテント等の配備を始める』と答弁を得ました。

　そこで杉並区は、すでに屋内にペットスペースを用意している救援所には、避難用テントで
はなく臨機応変に備蓄の品を変える等、かなり手厚い対応を予定しているとのこと。
加えて、まだペットの避難スペースを決められていない震災救援所には、保健所の職員さんが
出向き、一緒に避難スペースを検討する、という画期的な取り組みも始まるとのこと。

　災害から、自分の命を守る為・ペットの
命を守る為にも、まずは各自の最大限の備
えが第一です。
　その上で、避難が必要になったときに初めて行政、
すなわち公助の出番になります。
ここまで述べてきたように、杉並区はペットの災害対
策に本気です。

近年の大規模災害では、必ず避難所でのペットの問題が話題になります。

　鳴き声がうるさい、ニオイが気になる、噛みつかれた、などトラブルの事例は様々です。
過去の災害では、人間の生活空間から距離をおいた、屋根のない屋外にペットを集めている事
例が確認されました。　繰り返しになりますが、ペットは家族の一員です。
このような対応が、杉並区では決してあってはいけません。

　これまでも、獣医師会の皆さまや、すぎなみ動物相談員のみなさんが、区内防災イベント
で啓発をしてくださっています。
　しかし、こうしたイベントへ足を運ばれない区民の方への周知が課題でした。ところで、

    ペットがいる方は、ほぼ確実に動物病院へ訪れる機会があります。

   私も、ちょっと大きめの猫と一緒に暮らしており、しばしば動物病院へ行きますが、「同行
避難」の情報を動物病院で目にしたり、耳にしたりすることは、残念ながら一度もありません。

私は、一人でも多くのペットと生活する区民へ
情報をお伝えする為に、動物病院での周知は必
須と考えます。
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方は、ペット
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　杉並区では
、全震災救援

所でペットと
の同行避難が

認められてい
ます。

　その都度私は、「杉並区は全震災救援所で同行避難を認
めていますよ！」とお答えしていますが、区民の皆さん
に周知が行き届いていない理由もわかります。

動物病院で
の周知は

必須と考え
ます

また、今回の質問を作成するにあたって、杉並区へ、震災救援所ごとの
ペット避難場所の想定が立てられているのか、の確認をしました。

私も、区
のペット

の

災害対策
が

更に良く
なるよう

、

引き続き
提案を続

けて

参ります
。
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Answer

　これによって、これまで中々進まなかった、ペットの災害対策を担当
する保健所と、震災救援所の運営を担当する防災課が連携を取ることが
できました。

周知におけ
る大きな

一歩が踏み
出せたので

は

ないでしょ
うか。


